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京
都
語
由
来
の
ヒ
ラ
ガ
リ
と
ム
サ
イ―

　今
回
も
引
き
続
き
、
か
つ
て
の
中
央
語（
京
都
語
）由
来

の
小
松
方
言
の
中
か
ら
二
つ
の
方
言
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

一
つ
は「
昼
食
の
た
め
に
帰
宅
す
る
こ
と
」や「
昼
食
時
」、

あ
る
い
は「
昼
食
」の
意
味
で
使
わ
れ
る
ヒ
ラ
ガ
リ
、
も
う

一
つ
は「
心
配
な
」の
意
味
で
使
わ
れ
る
ム
サ
イ
で
す
。
い

ず
れ
も
小
松
市
内
の
ほ
ぼ
全
域
で
使
わ
れ
た
方
言
で
す
。

ヒ
ラ
ガ
リ
は「
ひ
る
あ
が
り（
昼
上
が
り
）」が
変
化

　若
い
世
代
で
は
、
ヒ
ラ
ガ
リ
と
い
う
発
音
を
聞
い
て
も

意
味
が
想
像
で
き
な
い
人
も
多
い
で
し
ょ
う
が
、
本
来
ヒ

ル
ア
ガ
リ（
昼
上
が
り
）だ
っ
た
も
の
が
、
ヒ
ル
ア
〜
の
ル

の
母
音[u]

が
脱
落
し
て
ヒ
ラ
ガ
リ
と
な
っ
た
も
の
で
す
。

　「ひ
る
あ
が
り
」と
は「
寺
子
屋
の
授
業
が
午
前
中
で
終
わ

る
こ
と
。ま
た
、正
午
に
授
業
が
終
わ
っ
て
家
に
帰
る
こ
と
」

の
意
味
で
、
近
世
前
期
上
方
語
文
献
で
あ
る
雑
俳
や
浄
瑠

璃「
平
仮
名
盛
衰
記
」（
１
７
３
９
年
）な
ど
に
例
が
見
え
ま

す
。
こ
う
し
た
近
世
前
期
の
上
方
語
が
北
陸
に
伝
わ
る
過

程
で
、
発
音
が
ヒ
ラ
ガ
リ
に
変
化
す
る
と
と
も
に
、
本
来

の
意
味
に
近
い「
昼
食
の
た
め
に
帰
宅
す
る
こ
と
」の
ほ
か
、

「
昼
食
時
」や「
昼
食
」の
意
味
で
も
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　小
松
と
似
た
意
味
で
ヒ
ラ
ガ
リ
が
使
わ
れ
る
地
域
は
、

東
北
の
岩
手
県
・
山
形
県
の
一
部
の
ほ
か
、
北
陸
の
富
山

県
西
部
、
石
川
県
の
旧
石
川
郡
・
能
美
郡
・
江
沼
郡
、
そ

し
て
福
井
県
嶺
北
地
方
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
筆
者
も
郷
里

の
福
井
県
越
前
市
に
い
た
頃
、
午
前
中
の
農
作
業
を
終
え

た
母
親
が
、「
ソ
ロ
ソ
ロ

　サ
イ
レ
ン
ナ
ル
サ
ケ

　ヒ
ラ
ガ

リ
シ
ョ
ー
ケ
ノ（
そ
ろ
そ
ろ
昼
を
知
ら
せ
る
サ
イ
レ
ン
が
鳴

る
か
ら
、
家
に
帰
っ
て
お
昼
ご
飯
に
し
よ
う
か
）」の
よ
う

に
言
う
の
を
よ
く
聞
い
た
も
の
で
す
。

ム
サ
イ
の
語
源
は
中
世
京
都
語「
む
さ
い
」

　小
松
で「
心
配
な
」の
意
味
で
使
わ
れ
る
ム
サ
イ
は
、
中

世
後
期
の
京
都
語
文
献
に
見
ら
れ
る「
む
さ
い
」に
由
来
す

る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
文
献
例
は
、①「
意
地
や
欲
が
強
く
て
、

心
が
汚
い
。
卑
し
い
。
下
品
だ
」の
意
味
で「
史
記
抄
」（
１

４
７
７
年
）や
浮
世
草
子
・
好
色
一
代
男（
１
６
８
２
年
）な

ど
、②「
汚
ら
し
い
。
汚
く
て
気
味
が
悪
い
。
不
潔
で
あ
る
」

の
意
味
で「
御
湯
殿
上
日
記
」（
１
４
８
２
年
）や「
虎
明
本
狂

言
・
粟
田
口
」（
室
町
末
〜
近
世
初
期
）な
ど
が
あ
り
ま
す
が
、

北
陸
地
方
に
伝
播
す
る
う
ち
に
意
味
を
ず
ら
し
て「
心
配
な
」

の
意
味
で
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
で
し
ょ
う
。
ま

た
、同
じ
加
賀
地
方
で
も
、金
沢
市
付
近
で「
嫌
な
」「
困
っ
た
」、

旧
石
川
郡
・
能
美
郡
で「
気
の
毒
だ
」、
旧
江
沼
郡
で「
め
ん

ど
う
だ
」の
意
味
の
ム
サ
イ
も
使
わ
れ
た
よ
う
で
す
。

小
松
方
言
の
語
源

　その
40

「あ～、腹減った～！　ヒラガリの弁当食べよっさ」
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連
載

－◥◤
日
本
海
側
に
広
が
る「
小
松
文
化
」圏
◢◣－

　八
日
市
地
方
遺
跡
は
こ
の
舞
台
裏
で
も
紹
介
し
て
き
ま

し
た
が
、
今
年
度
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
石
・
木
器
に
続
き

土
器
を
取
り
上
げ
、
小
松
式
土
器
に
注
目
し
ま
し
た
。

　こ
の
遺
跡
で
初
め
て
確
認
さ
れ
た
小
松
式
は
杉
原
荘
介

氏
の
提
唱
に
よ
る
も
の
で
、
櫛
描
文
を
特
徴
と
す
る
様
式
は
、

当
初
畿
内
と
関
連
付
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
平
成

に
入
っ
て
、
駅
東
区
画
整
理
に
伴
う
発
掘
調
査
で
小
松
式
が

大
量
に
出
土
す
る
と
、
そ
の
文
様
は
瀬
戸
内
な
ど
中
国
地
方

か
ら
影
響
を
受
け
て
い
た
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
更
に
濃

尾
な
ど
東
海
地
方
の
条
痕
文
の
特
徴
も
併
せ
持
つ
こ
と
が

明
ら
か
と
な
り
、
東
西
２
系
統
の
土
器
形
式
が
統
合
・
再
編

さ
れ
、
小
松
式
と
い
う
独
自
の
様
式
が
弥
生
時
代
中
期
に
こ

の
遺
跡
で
成
立
し
た
の
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　そ
の
後
、
小
松
式
の
土
器
が
、
高
岡
市
石
塚
遺
跡
、
上
越

市
吹
上
遺
跡
、
長
野
県
小
泉
・
柳
沢
遺
跡
、
埼
玉
県
池
上
・

小
敷
田
遺
跡
な
ど
か
ら
発
見
さ
れ
、
こ
れ
ら
が
昨
年
３
月
に

開
通
し
た
北
陸
新
幹
線
ル
ー
ト
と
重
な
り
、
土
器
に
お
い
て

も
小
松
が
東
に
向
か
っ
て
開
か
れ
た
扇
の
要
で
あ
っ
た
こ
と

が
立
証
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

に
着
目
し
た
明
治
大
学
の

石
川
日
出
志
教
授
は
こ
の
一

帯
を｢

小
松
文
化｣

圏
と
呼

び
、
石
・
木
器
と
の
交
流
と

も
関
連
し
て
、
八
日
市
地
方

遺
跡
を
日
本
海
側
の
中
核

と
し
て
位
置
付
け
ま
し
た
。

教
育
庶
務
課
市
史
編
纂
担
当

☎
24
・
８
２
７
４

ざ
っ
は
い

じ
ょ
う
る

り

ひ
ら
が
な
せ
い
す
い
き

お
ゆ
ど
の
う
え
の
に
っ
き

あ
わ
た
ぐ
ち

ぱ

と
ら
あ
き
ら
ぼ
ん

し
き
し
ょ
う

く
し
が
き
も
ん

じ
ょ
う
こ
ん
も
ん

ふ
き
あ
げ

こ
し
き
だ

▲小松式土器

賢い消費者になろう

消費せいかつ
VOL.
80

あんしん相談センター　☎24・8071
消費者ホットライン　　☎188

問い合わせ

市職員を名乗る者から「医療
費を還付する案内を送ったが、

手続きがまだです」と言われた。すぐ
にATMで手続きするように指示され、
コンビニに行ったが店員に止められ
た。還付はあるか。

還付金詐欺にご注意！～不審電話の相談が相次いでいます～

トラブル回避のポイント
◆市役所や金融機関の職員を名乗っ
て電話をし、信用させた上で「携帯電
話を持ってコンビニなどのATMに行
くように」と指示します。
◆還付金がATMで支払われることは
絶対ありません。
◆市では還付金詐欺を防ぐため高齢
者世帯などに通話録音装置の貸し出
しを行っています。お気軽にお問い
合わせください。

事例

1
2

3
4

松
太
郎

　
第
9
回

　
絵

：

み
さ
き

ダ
メ
で
す
よ
。Ａ
Ｔ
Ｍ
で

お
金
が
還
付
さ
れ
る

こ
と
は
な
い
ん
で
す
！

え
っ
!?

ほ
う

マ
ジ
!?

「
お
金
が
返
っ
て
く
る
の
で

携
帯
電
話
を
持
っ
て

Ａ
Ｔ
Ｍ
へ
行
く
よ
う
に
」

と
言
わ
れ
た
ら

還
付
金
詐
欺
！

ご
案
内
し
た

還
付
金
の
お
返
事
が

　ま
だ
で
す
が…

既
に
払
い
戻
し
期
間
が

過
ぎ
て
い
ま
す
が
、
コ
ン
ビ
ニ
で

す
ぐ
に
手
続
き
い
た
だ
け
れ
ば

間
に
合
い
ま
す

い
い
若
者

　じ
ゃ
っ
た

・
・
・
・
・
・

と
い
う
電
話
が

あ
っ
た
か
ら

Ａ
Ｔ
Ｍ
の
操
作
を

教
え
て
!?そ

れ
、

還
付
金
詐
欺
で
す
！

※

小
松
市
立
高
校
芸
術
コ
ー
ス
美
術
専
攻

　

全国子供歌舞伎フェスティバル
　　　　　　　　　　　　in小松

と　き　5月4日 水・祝  ・5日 木・祝　10時30分開場　11時開演
ところ　こまつ芸術劇場うらら  大ホール

◆愛知県新城市　新城 山・臼子歌舞伎保存会　「番町皿屋敷　青山家座敷の場」
◆愛知県豊田市　小原歌舞伎保存会　「稚児揃曽我の敷皮　由比ヶ浜」
◆石川県小松市　子供歌舞伎「勧進帳」実行委員会　「歌舞伎十八番の内　勧進帳」

電話先行予約 チケット料金

3月3日（木）10時～18時
こまつ芸術劇場うらら専用ダイヤル　☎20・5501
※先行予約では座席を選ぶことはできません。

窓口販売

3月4日（金）～　こまつ芸術劇場うらら　☎20・5501
　　　　　　　　（10時～18時、水曜日休館）
チケットぴあ　☎0570・02・9999　Pコード448-967
（サークルＫ・サンクス、セブン-イレブン）

　　　　　　　　　　　　　　　前売　　当日
桟敷席（1マス2席） …………… 7,000円（8,000円）
SS席 …………………………… 2,500円（3,000円）
S席 ……………………………… 2,000円（2,500円）
自由席 ………………………… 1,500円（2,000円）
自由席（高校生以下） …………    500円（    500円）

※3歳以上はチケットが必要です。3歳未満は事前予約、保護者同伴
の上、親子席での観覧となります（うらら窓口で受付）。
※当日は残席がある場合のみ取り扱います。

第
18
回

問い合わせ　全国子供歌舞伎フェスティバルin小松実行委員会　☎24・8177

出演団体と外題


